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1.コマンドプロンプト 

 

1.1 コマンドプロンプトの起動 

  スタート→Windowsシステムツール→コマンドプロンプトで起動する。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図１> 

1.2 起動画面 

  コマンドプロンプトを起動すると、図２のような画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図２> 
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２.ping 

 

2.1 ping とは 

  コマンドプロンプトで使用するもので、通信の状態を確認する最も基本的なコマンド。ネットワー

ク上のコンピュータが通信可能な状態かどうかを確かめるために使用する。 

  このコマンドを使用することで、通信先の機器までデータが届いているかどうかや、データが到

達可能かどうかを調べることができる。 

 

2.２ pingの使い方 

  コマンドプロンプトを起動し、「ping  IPアドレス 」と入力し Enterキーを押す。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図３> 

 

2.3 通信ができる場合 

  正常に通信ができる場合には、「Reply from」のメッセージが表示される。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図４> 
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2.4 通信ができない場合 

  通信ができない場合には、「要求がタイムアウトしました。」のメッセージが表示される。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図５> 
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３.tracert 

 

3.1 tracert とは 

「トレース・アール・ティ」と発音する。ネットワーク上の通信の経路を追跡する（トレースする）コ

マンド。tracert コマンドの後に、IPアドレス等を入力して実行すると、目的の機器や端末に到達

するまでのネットワーク上のルータのアドレスと、経過時間が表示される。追跡できるルータの数

はデフォルトで最大 30 となっている。 

 

3.2 tracertの使い方 

コマンドプロンプトを起動し、「tracert  IPアドレス 」と入力し Enterキーを押す。（図 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図６> 

 

3.3 通信ができる場合 

正常に通信ができる場合には、経過時間と IPアドレス、またはホスト名が表示される。（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図７> 
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3.4 通信ができない場合 

目的のアドレスまで通信ができない場合には、「要求がタイムアウトしました。」のメッセージが

表示される。（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<.図８> 

 

3.5 実行結果の見方 

  実行結果の見方は次の通り。 

 “ 経路の順番  応答時間  応答時間  経路上のホスト名または IPアドレス ” （図９） 

 

 

 

 

 

 

<図９> 
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４.ipconfig 

 

４.1 ipconfig とは 

  利用しているコンピュータのネットワークの設定情報を表示するコマンド。 

 

４.2 ipconfigの使い方 

コマンドプロンプトを起動し、「ipconfig」と入力し Enterキーを押す。（図 10） 

 

 

 

 

<図１０> 

４.3 実行結果 

  使用しているコンピュータの IPアドレス等が表示される。（図１１） 

 

 

 

 

 

 

<図１１> 

また、「ipconfig /all」と入力すると、ネットワークに関する情報が全て表示される。（図１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図１２> 
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４.4 実行結果の見方 

  図１３の赤い枠で囲まれた箇所がネットワークの設定を行う際に重要になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ipv4アドレス 使用しているコンピュータの IPアドレス 

サブネットマスク IPアドレスにおけるネットワークアドレス部を表す 

デフォルトゲートウェイ ネットワーク間のデータの出入り口となる機器（主にルータ）の

アドレス 

DNSサーバー ドメイン名と IPアドレスを変換するサーバのアドレス 

 

 

 

 

 

 

 

 


